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平成３０年５月議会報告・意見交換会における意見・要望等への対応 

 

会場等 意見・要望/当日の回答 調査結果 

天童南部 

防災行政無線の整備に

当たり、以前は地元負担が

あったが、本来は市で負担

すべきでなかったのか。一

日町は今も整備していな

いようだが。 

 

【回答】 

以前の反省も踏まえて、

平成２９年度からすべて

市の負担で整備している。 

一日町の件は確認したい。 

平成２３年度から連絡会への無線機の整備

を進め、補助金額は５００，０００円が限度額

でした。そのため、自主防災会の数が多い連絡

会については一部地元負担がありましたが、要

望等により平成２９年度からは全額補助とし

ています。一日町自主防災会の所属する天童南

部地区自主防災会連絡会については、平成２８

年度に整備を行っており、一部地元の負担（世

帯数割）があったため、整備は各自主防災会の

判断とし、一日町と田鶴町自主防災会は整備し

ませんでした。その後、同年度に田鶴町は、資

機材の更新補助を使い無線機を購入しました。

一日町は未整備です。今後、一日町で整備する

のであれば、南部連絡会の追加での整備として

補助金を使うことも可能です。  

 

天童中部 

空き家対策として、鶴岡

市で取り組んでいる「ラン

ドバンク」のように、市と

民間が連携をしてプロジ

ェクトとしてやってほし

い。 

 

【回答】 

検討したい。 

 

 民間との空き家対策として、空き家バンクに

不動産物件の掲載や空き家相談会などを行っ

て連携を図っております。今後も、民間との連

携をより一層強化していくように努めていき

たいと考えております。 

 

天童中部 

昨年は千葉県で子供の

惨殺事件があり、今年も新

潟県で同様の事件が起こ

っている。議会として防犯

カメラ設置とか、抑止力を

考えてほしい。 

 

 現在、市では駅前駐輪場や公園など、不特定

多数の方が利用する公共施設等２０か所に２

８基の防犯カメラを設置し、犯罪の予防に努め

ています。 

 しかし、最近の子どもの事件は、下校時に友

達と別れてから被害に遭うことが多く、こうし

た場所は市内の広範囲に及ぶことから、防犯カ
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【回答】 

検討したい。 

メラで対応することは困難です。 

 そのため、子ども見守り隊や防犯協会など地

域の皆様からご協力をいただき、青パトによる

巡回を行うとともに、「みんなが見守っている

地域」、「犯罪しにくいまち」であることを繰り

返しアピールしていくことが、大切ではないか

と考えています。また、日頃の生活の中で子ど

もたちが帰る時間に合わせて散歩をしたり、庭

の水かけをしたりするなど、「ながら見守り」

も犯罪抑止につながりますので、今後とも協力

を呼び掛けていきます。 

 児童・生徒数が減少する中で、下校時に一人

になることがあると思います。これについて

も、集団で下校するよう、繰り返し、声掛けや

日常の安全指導を徹底し、犯罪を防止していく

ことが必要であると考えているところです。 

 

天童北部 

各町内に防災無線が入

るが防災無線の故障した

場合はどうなるのか？ 

 

年中無線が鳴っている

のか？何も教えてもらえ

ず、持っていろと言われて

いる。マニュアルも何もな

い。 

 

【回答】 

担当課に確認して連絡す

る。電池や電波料は負担し

てもらい、他は市で対応す

る。どの程度の情報量でど

の頻度でくるのか分から

ないので確認する。 

 

 無線機の使用については、災害発生前や発生

時、災害情報や避難情報等を市から市立公民館

に連絡、その情報を公民館から各自主防災会に

連絡する際に使用します。また、市立公民館（避

難所）と自主防災会間で、被害情報等の情報収

集や、住民の避難について連携する際など、組

織間の情報収集・伝達手段を確保するもので

す。購入に関しては市が全額補助、維持管理経

費（電波利用料：一台４５０円、再免許更新登

録料：５年毎に７，０００円）は連絡会での負

担となります。故障した場合の修理の補助はな

いので、新たに購入となれば補助の対象となり

ます。導入の前年度から、連絡会の役員に無線

整備の概要を説明し、理解してもらった後に導

入申請をしていただいています。導入の際は、

操作説明を行い、無線の試験や訓練また運用マ

ニュアルの整備などに対して危機管理室で支

援を行っています。 
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天童北部 

空き家の調査が市民に

落ちてこない。町内会で調

べろといっておきながら、

データだけ吸い上げて何

も報告ない。 

 

【回答】 

フィードバック、報告し

てもらうよう行政に伝え

る。 

 

空き家の調査に御協力いただきありがとう

ございました。今年５月１５日号の市報におい

ても、調査結果を公表しております。 

また、６月には、各自治会長宛に送付をして

いるところであります。 

津山 

地域に特にひどい空き

家が存在する。子供の通学

でも危険。事故が起きてか

らはでは遅い。何とかしな

ければならないがどうす

べきか。 

 

【回答】 

解体の補助がある。解体

できる対象などあるのか

確認する。 

 

 現在、市内の空き家の老朽度・危険度につい

て調査を行っております。その結果を基に、危

険な空き家等につきましては、特定空家等の認

定も含め指導してまいりたいと考えておりま

す。 

 また、解体の補助については、一定の基準を

満たした不良住宅が対象となります。  

 

津山 

上貫津は山のゴミ問題

（家電製品などもある）が

ある。青壮年会でゴミ回収

した。議員にも頭に入れて

欲しい。 

 

【回答】 

宿題とさせていただく。 

主要道路の草刈りは市

で行っている。 

 不法投棄対策については、日頃より、各地域

の衛生委員の皆さんによる不法投棄防止パト

ロールや、地域住民の皆さんによる河川一斉清

掃不法投棄物の回収などにご協力をいただき、

ありがとうございます。 

 不法投棄は山間部や河川敷、道路沿いの農地

などで毎年発見されており、以前として無くな

らないのが現状です。 

 市では、不法投棄の連絡をいただくと、職員

が現場を確認し、撤去作業を行っております。

また、地域の団体等に、不法投棄を防止するた

めの看板やのぼり旗を提供するとともに、常習

箇所にはダミーカメラの貸し出しなどを行っ
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ています。市環境衛生組合連合会では、大型家

電などクリーンピア共立で引き取らない物が

あった場合に、２０，０００円を上限に処理費

の助成を行っています。 

 今後とも、市環境衛生組合連合会や地域と連

携し、巡回パトロールを強化しながら、環境保

全・美化活動に努めてまいりますので、不法投

棄物を発見した場合には、市にご連絡をお願い

します。 

 

山口 

山口小学校前の歩道橋

の老朽化が著しく、穴が開

いているところもあり、議

会としても国に修繕して

いただくよう要望してほ

しい。 

 

【回答】 

歩道橋の安全は必須。教

育委員会・建設課に現状を

見てもらい、対応するよう

要請する。 

 

国道４８号の歩道橋を管理する山形河川国

道事務所に確認したところ、大規模改修の計画

予定は現在のところありませんが、穴が開いて

いるところについては、６月に補修を完了した

とのことでした。 

また、穴開き等の破損があれば、必要な修繕

を行うこととしており、今後、道路パトロール

にて点検を強化し、地元の方で気付いた事があ

れば、国道維持出張所まで連絡してください。

との回答がありました。 

山口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡 

クマが目撃されたとき

の連絡が農林課か警察か

ら関係機関に連絡が入る

と思うが、どういった状況

に連絡が入るのか、連絡網

はどうなっているのか明

確にして欲しい。また、休

日や緊急時に必ず受け手

と連絡がつくように、各施

設の連絡先だけではなく

携帯も登録するべきであ

る。 

 

小学校が代休で休みだ 

クマを目撃した際には、まず警察へ連絡をし

てもらい、天童警察署から市へ連絡が入り、市

から小中学校、保育園、幼稚園、公民館、町内

会等の関係各所へ連絡をします。 

休日や緊急時の場合については、小中学校への

連絡体制が不十分だったため、教育委員会教育

総務課担当職員を通して学校へ連絡がいくよ

うに改めました。 

また、地域住民に対しては、市一斉メールの

配信のほか、広報車により注意喚起を促すよう

にしています。 

なお、平成３０年５月２１日午後３時頃の天

童高校付近にクマが出没した際には、農林課か

ら天童市立第二中学校へ連絡を行っています。 
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った。校長も先生方もまっ

たく知らなかった。連絡が

必要では。 

天童高校に熊が出没し

たが、天童市立第二中学校

に連絡が入らなかったが、

どうなっているのか。 

 

【回答】 

クマ目撃は市のメール

で配信されたが、携帯を持

っていない人もいる。広報

車も回ったようだが、学校

に連絡いっていなかった

とは知らなかった。周知の

仕方について、確認し対応

したい。 

 

 

高擶 

山形市では、依頼があれ

ば１回 5,000円で消毒をし

ている。天童市でもできな

いか。 

（※空き家の防虫対策に

ついて） 

 

【回答】 

山形市の施策を調査し

たい。 

天童で青壮年会が主体

となり安価で消毒をして

いる町内もある。 

 

 山形市（空き家担当課等）に照会したところ、

該当する担当部署が確認できませんでした。  

 消毒の件につきましては、空き家の管理義務

は所有者にありますので、所有者の所在を調査

し、適切な管理を指導してまいりたいと考えて

おります。 

 

長岡 

放任空き地の管理につ

いて、生活環境課に防災の

点について相談している。 

固定資産税で持ち主は

確認できるが、なかなか連 

 空き地については、雑草の繁茂や害虫の発生

などにより、近隣の住民からの苦情が寄せられ

た場合、市職員が現地を確認したうえで空き地

の所有者に対して文書等で連絡を取り、雑草の

刈り取り等をお願いしています。今回の場所に 
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絡できない。 

 

【回答】 

除草剤をまくことも個

人のものなので、場所も確

認し、市に確認する。 

 

ついては、昨年度も市が雑草の刈り取りを依頼

した場所であり、５月頃は雑草が生えていまし

たが、その後、雑草の刈り取りと除草剤散布が

行われたと聞いております。 

苦情が寄せられる空き地については、複数年

にわたり同様の対応をしている場所もあり、対

応に苦慮しているところですが、今後も引き続

き対応していきます。 

 

干布 

介護認定世帯だけでな

く、障がい者・高齢者世帯

にも間口除雪サービスを

実施してほしい。 

また、寒河江市方式を取

り入れながら、市道だけで

なく、県道に面した道路の

除雪を実施してほしい。 

 

【回答】 

 間口除雪に関しては平

成２９年度から取り組ん

でいる。指摘された内容に

ついて、市民に回答を示す

ように行政に伝えたい。 

 

間口除雪については、平成２９年度に対象者

を限定した形（要介護認定３以上の方のいる高

齢者のみの世帯）で試験的に実施を行いまし

た。 

その中で、対象者を拡大してほしい等の要望

をいただいておりますが、対象者の拡大に向け

ては、個人情報の保護や、実施体制の拡大に課

題がある状況にあります。 

昨年は、県道に面した対象者宅も除雪対象と

しておりますが、今年度の間口除雪の実施に向

け、他市の状況も研究し、課題を整理しながら、

今年度の計画を検討していきます。 

干布 

空き家対策の内容を見

ると、建物に価値が高い所

ばかりである。建物の価値

が低い地区は、空き家対策

に該当しないのでは。 

 

【回答】 

確認の上、検討していく

ように行政に伝えたい。 

 

昨年、天童市空き家等対策計画を策定してお

ります。その中で、空き家の定義として、建築

物又はこれに附属する工作物で居住その他の

使用がなされていないものとされております。

そのため、建物の価値に関わらず空き家対策に

取り組んでおります。 
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荒谷 

荒谷橋について、進捗状

況はどうなのか。市道の取

り付けはどうなるのか。 

 

 県道山形山寺線の荒谷橋架け替え事業につ

きまして、事業を行っている県村山総合支庁に

確認したところ、今年度末までの予定で橋桁を

工場製作中です。来年度以降の橋及び取付け道

路の工事計画について、来月に地元説明会の開

催を予定している、とのことでありました。 

 また、県道に接続する市道上荒谷内条線につ

いては、県道事業の進捗に併せ道路改良を予定

しております。 

 

荒谷 

本日の報道で山寺が日

本遺産になったが、天童は

何を目標にして、観光につ

なげるのか。 

 

【回答】 

確認します。 

今年、「山寺が支えた紅花文化」が日本遺産

に認定されました。 

 「山寺が支えた紅花文化」には紅花畑、山寺、

若松寺、最上川、花笠まつり、紅花まつりなど

の資源が構成文化財になっています。  

７月１８日に本市をはじめ、山形市、寒河江

市、尾花沢市、山辺町、中山町、河北町の４市

３町の地域関係者、紅花関係団体、観光関係団

体、行政などで構成される「山寺と紅花」推進

協議会が設立され、今後は同協議会において

様々な事業を進めていく予定になっておりま

す。 

県内最大の作付面積を誇る本市の紅花畑に

加え、古くからゆかりのある山寺もあることか

ら、この機会に全国にＰＲするともに観光誘客

に努めてまいります。 

 

 


